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私 のス ケ ッチ ・ブ ック(8)

19世 紀における都市の清掃制度
国立民族学博物館助教授

森 明 子

◆ 「都 市 」 へ の 視 点

　 ドイツは環境先進国 といわれる。その ドイ

ツの清掃、ゴ ミ収集のようすをみて感心す る

のは、徹底 した合理性である。

　 ゴ ミ収集車 は、 日本の ものよ り大型 で3～

4人 の清掃員が乗車 し、道路 の両側に並ぶ各

集合住宅に設 けられた6～8か 所のゴ ミ置 き

場か ら、停車するたびにゴミを回収 する。1

か所 には通常3～5個 の ゴミ容器が置 いてあ

る。家庭 のゴ ミはビニール袋 に入れて容器 ま

で運 ばれ、 中身 だけが ゴ ミ容器 に移 される。

各家庭の ゴ ミを集め る容器 はすべて同型で、

大型で重 い。 しか し、下に小 さい車がついて

いるので、清掃員が手で押せば、舗装路に停

めた収集車 まで容易に運べ る。清掃員が、こ

の容器 を収集車の所定位置 に乗せ てボタンを

押 す と、容器 は機械の力で持ち上 げられ、中

のゴ ミが車両 内に移 される。車輌 は、 この機

械操 作 による開口部以外 は密 閉状態 である。

空になった容器が、 もとの向 きになお されて

降 りて くるので、清掃員 は住宅 のゴ ミ置 き場

に戻すが、その容器があ った同 じ場所に戻す

とは限 らない。すべ ての容器 は同型 同色で 、

区別 はない。通常 、清掃員は移動中の収集車

のスペ ースに空の容器 を一つ載せ てお いて、

停車 と同時 に空の容器 を押 してゴ ミ置 き場 に

赴 き、それをゴ ミの入 った容器 と交換す る。

こうすることで、同 じ場所 を往復する回数 を

節約することがで きる。 ゴミ容器 とその置 き

場 はずれることになるが、容器は住宅や家庭

に帰属する ものではない。

　 この ゴ ミ容器は、収集車や処理施設 ととも

にシステムの一環 をな している。ベル リンの

場合、それを運営するのは公的な性格 をそな

えた会社 である。ベ ルリンに限らず、オラン

ダや オース トリア、スイスで も、同様 のシス

テムが見 られ る。この ようなシステムは、都

市清掃が、都市社会の中に確固 とした位置 を

占めていなければ実現 されない。

　 いったいいつか ら、 ヨーロッパの都市は こ

の ような制度 を整 えていったのだろう。ベル

リンを例 に して、都市清掃制度の発展過程を

見てい くことに しよう。

◆ 都 市 衛 生 と い う概 念

　 ベル リンは ヨーロッパの中で は若い都市で、

18世 紀 か ら19世 紀 にかけ て急速 に拡大 し、

世紀転換期 に世界都市 となった。数字 をあげ

てみ ると、17世 紀半 ばのベル リン市の 人口

は7千 、市域0.8km2だ ったのが、18世 紀半

ばに人口12万 、市域13.3km2、19世 紀半 ばに

人口54万7千 、市域59.2km"、 第一次世界

大戦 後の1919年 には入口190万7千 、市域

65.9km2に なる。ベル リンの発展は、プロイ

セ ン王 国が1701年 に成立 し、同王国が ドイ

ツを統一 し、 ヨーロ ッパの大国 として ドイツ

がの しあが ってい くのと軌 を一 にした。ベル

リンが帝都 になったのが1871年 である。

　19世 紀 、ベル リンの急激 な発 展 とともに、

都市の生活環境 は悪化 し、貧困 と不衛生が蔓

延 してい く。 このような社会状況の中で、近
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代的 な衛生概念は発展 した。19世 紀後半 にな

ると、道路清掃 、上下水道、公 園施設、畜肉

検 査、埋 葬な どが 「都市衛生」 とい う概念の

もとに結びつけ られた。都市清掃 とい う、都

市 の空 間 と行 政に結びつ いた清掃 の思想 は、

この歴史的な文脈の中で理解 される。ベル リ

ンで都市清掃 に関 して組織 だった決定がな さ

れ るのは、19世 紀の最後 の25年 間である。

◆ ガ ッ セ ン マ イ ス タ ー 制 度

　 私たちは、まず 「都市 は きたなかった」 と

い う認識 か ら出発 しよう。前近代の都市 では

「階上 に住 む住 人が 窓か ら汚水 を捨てて 、た

また ま下 を歩いていた通行 人が不運に遭遇す

る こともあった」 とい う話 は、 しば しば引用

される。 そもそ も、便器の 中身 を捨 てる特別

の場所が管理 されていたわけではない。家庭

や手工業者の出す ゴミは、広場や家の前 など

あちこちに山をなしていた。18世 紀 までベ ル

リンの多 くの住民 がブタを飼 っていて、ブタ

は 自由に歩 き回 り、ゴ ミの山か らエサを漁 っ

ていたとい う。このブタは、不安定 な都市生

活者 の食 をささえて いた。 「都市 を きれい に

せ よ」 とい うおふ れは しば しば出されていた

が、効果はあまりなかった。

　 初期 の清 掃制 度 と して注 目され るの は、

1660年 に大選帝侯が制定 した"ガ ッセ ンマ イ

スター制度"で ある。 ガッセ ンマイスター と

は 「路地 の親 方」 「路地番」で ある。2台 の

荷車 を管理 し、毎 日鈴 を鳴 らし

て通 りをまわ り、家々の前の樽

に入 ったち りや ゴミを荷車にあ

け、それを市域外の所定の場所

まで運ぶことを任務 とした。労

働力には囚人 を使った。 ゴミを

捨てる場所 は、年ごとに市参事

官が指定 し、樽を単位 に一定料

金が決 め られていた。 同時 に、

市民や手工業者は家 の前 に歩道 図1

を整えて管理する義務 を負い、違反者 は、罰

としてゴ ミを家の窓か ら投げ入れられた。

◆ 兵 隊 王 に は じ ま る清 掃 区

　 公的な社会空間を清潔 に保つのに役立つの

は、共 同体の力か政治 ・警察権 力だろう。近

代 に さしかか ったベ ル リンで は、強力 な政

治 ・警察権力が作用 した。

　兵隊王の異名を もつ フリー ドリッヒ ・ヴィ

ルヘルム王 は、1735年 に 「路地服務規定」を

制定す る。王 は清掃車 を28車輛 つ くり、それ

を配置す るにあたって、市域 を8区 に分けて

軍の監督下においた。当時 まだ名前 もついて

いなか った通 りや広場 を測量 し、帰属する清

掃 区の番号札 を各 区の境界に掲示 した。その

番号が清掃 車輌の番号 と対応す る。た とえば

ケルン=フ リー ドリッヒスヴェーアー区に4

番 と5番 があてられ、あわせ て清掃車8車輛 、

ガ ッセ ンマイスター1人 、車輛 人夫8人 、積

み込み人夫4人 が配置 された。 これが軍 の監

視下におかれたのである。

　 さらに、人糞 ・馬糞 を城 門の外 に捨 てるこ

と、豚の堆肥置 き場 も市壁 の外 に移動 させ る

こと、汚物 の始末は深夜 から未明の うちに行

うこととして、夏季は夜11時 以降、冬季は10

時以降 という時間 も定 めた。ただ し、割れ ガ

ラスは各家で集めてガラス工場 に売 ることと

規定 していて、今 日の リサ イクルの観点か ら

注 目されている。

最後のベルリン馬車鉄道(1902年)
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　 それか ら100年 あ まりたった1848年 、3月

革命の直後に、都市清掃は職 のない労働者 に

仕事 を与える という目的の もとに、都市 が担

当す ることになる。ただ し、その財源は確保

されていなかったので、1851年 には道路清掃

を、消防士お よび夜警が兼任す るとい う状態

だった。

　 1861年 当時、都市清掃 区は55に 区分 され、

360人 の常雇いの清掃夫 と60人 の 日給制の清

掃夫に加 えて、必要な場合 は臨時雇 い も使わ

れた。1875年 になると83清 掃 区に、512人 の

常雇い と380人 の 日給制の清掃夫が働 いた。

この年、道路清掃 は都市行政の独立の課 にな

り、道路清掃 と水撒 き、道路清掃局の建設 ・
　 　 　 しょくしょう

運営 を 職 掌 とした。 さらに1887年 以 降は、

同課が ゴミ捨て場 の管理 も行 うようになる。

◆ 近 代 都 市 の 環 境

　 19世 紀後半の都市清掃 のあ り方 を理解する

には、当時の人 口や市域拡大 に加 えて、交通

の発達や下水道 などの インフラ整備が もた ら

した、生活の変化 を考慮す る必要が ある。

　 この頃馬 を使 った運送業が増加 し、1865年

に馬車 バス、馬車鉄道が加わ った。電車の登

場は1896年 、バスや 自動車 は1910年 以降 に

なってか らで ある。馬 の交通量が増 えると、

馬糞処理が大 きな問題 になった。それ以前か

らふえていたアス ファル ト道路 では、馬が馬

糞 で滑 って転倒 する とい う事故が多発す るよ

うになる。そこで1880年 「アスファル トブル

シェ ン(ア ス ファル ト少年)」 が配 置 され る。

すば しこい少年 に、車輛 交通の合 間をぬ って

馬糞 を掃 除させる制度 だった。

　家庭か ら出るゴ ミその もの も変化 した。保

存 食品の発 明 によって食料品が工業化 され、

とくに工場労働者の食生活 が変化 した。その

家庭か ら出 されるゴ ミには、カンや ビンが増

加 していった。

　1878年 に下水道が運転 開始 したことは、衛
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生行政 の大 きな進歩 だった。同時 に、家庭か

ら出るゴ ミは、農家 にとって魅力あ るもので

はな くなった。下水道の普及を一つの契機 と

して、 ゴ ミの行 き場が変化 していった ことも

見逃せない。

　 それ まで、家庭の ゴミは家の横の ゴミ置 き

場 に、台所 ゴミも糞便 もともに捨て られてい

た。 この ゴミ置 き場は、完全 に壁で囲んで蓋

を しめるこ と、窓のす ぐ下や泉のそばには作

らない ことが義務付 け られていて、月に1～

2回 ゴミ回収業者が呼ばれた。業者 は夜11時

頃来て、頭 と背中 に袋 をかぶ り、 シャベ ルで

籠 に移 した もの を背負 って馬車 まで運 び、車

輛に中身をあ けた。そのような業者 は小規模

な家族経 営で、60ほ どあ った とい う。この ゴ

ミはいろいろな場所 に捨て られたが、その ま

ま堆肥 にされることも多かった。

　 19世 紀後半、 ゴミの内容が変化 したことに

よって、新 しいゴ ミ捨 て場が必要 になってい

た。1887年 、ベル リン市は3箇 所 の大 きなゴ

ミ捨 て場 を建設す る。それは周囲 を高 さ2m

の板塀で囲って、入 り口に監視小屋 を置 くも

のだった とい う。 しか し、 これ も一時的な解

決 にす ぎなか った。

　 1893年 にプロイセン自治体税法が施行 され、

これ によって都市衛生の財政的 な基礎が与 え

られた。それまで業者 に依存 していた下水 の

建設 と営業 、道路清掃 とゴ ミ運び出 しが、都

市行政の ものになる。翌年ベ ルリン市 は、ゴ

ミ捨て場 として東方のオーダー=シ ュプ レー

運河沿 い に90haの 土地 を購 入す る。以後 、

ベル リン市 のゴ ミは、運河 を使 って船 で市域

外へ運 ばれるこ とになった。

◆ シ ュ タ ウ プ シ ュ ッツ 車 の 発 明

　 1895年 、ゴ ミ容器だけでな くゴ ミ運搬 の車

輛も、法律 によって密 閉化、防塵化が義務づ

け られ る。 この防塵(staubfrei)規 制 は、

その後 の都市 ゴミ収集 システムの形成 を動機



づ けた といって よいだろう。 こ

の規制に よって、結果 として都

市の住民サ ービスを独 占的に行

う企業が育つ ことにな り、その

独 占経営 のもとで、都市の シス

テマテ ィックな ゴミ処理法が実

現 されていったからである。

　防塵 規制 によって、ゴ ミ回収

とゴミ運 び出 しを結 びつけたシ

ステムが考案 され、多 くの特許

技術が 開発 された。 その 中で、

キンスブルナーが考案 し、 シュ

タウプシュッツ社が1893年 に実用化 した シス

テムがす ぐれていた。それは、四角い ゴ ミバ

ケ ッとゴ ミ収集車の組合せ で、ゴ ミバケツを

車輛 の定位置 に置 くと注 ぎ口が開 き、中のゴ

ミを車輛 にあけるとい うものだった。会社 の

名前 をとって 「シュ タウプシュ ッッ車」 と呼

ばれた。

　 今 日の ヨーロッパの都市で、私が感心 して

眺める合理 的なゴ ミ収集 システムの基本形 を、

ここに見つ けることがで きる。 この シュ タウ

プシュ ッッ車は改良 を加 えなが ら、1950年 代

までベ ルリンの街 を走ることになる。

　 一方 で、特許 に設備投資す ることので きな

い零細 なゴ ミ運送業者は、廃業 に追い込まれ

た。 ゴミ収集 は、大規模業者が支配する業種

にな る。60あ った業者 は1901年 ころには4

業者 に減 り、1914年 になると、その中の一つ

がベル リンの90%の 世帯 を顧客 に していた。

この一 つ とは、ベル リンの家所有者の組合組

織 で、ここが シュタウプシュ ッッ車 を会社 と

もども吸収 していた。1組 織 による支配的な

経 営は、システム構築 のため には プラスに作

用する。 この組織の営業 は、1922年 に、シス

テム ともども後継 の株式会社 に引 き継がれた。

注 目すべ きは、その翌年 、ベ ルリン市がこの

会社 の株主 となった ことである。以後、契約

図2　 ベ ル リ ン、都 市 の 交通(1919年)

に基づ いで会社 を監督す る。 ここに、都市全

体 を統括す るゴミ収集 システムが、その全容

をあらわす。

　 1935年 当時 、この株式会社 は11営 業所 で

550台 以上 の車輛 を所有す る。その内386台

が馬牽 きの、64台 が 自動車 モーターのシュタ

ウプシュッツ車 で、その他は、機械運搬や下

水掃除、除雪 などに使 う車両である。

　都市清掃制度の課題は、20世 紀に入 って ゴ

ミ処理の方法に大 きくシフ トしてい く。 これ

について は、機 会を改めて考えることにした

い。　　　　　 (総合研究大学院大学助教授)
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